
昭
和
青
年
会
＝
発
行

全15巻

戦
前
期
、
日
本
国
家
が
そ
の
勢
力
を
恐
れ
、
最
大
の

宗
教
弾
圧
が
断
行
さ
れ
た
新
宗
教
「
大お

お
も
と本

」。

当
時
の
日
本
社
会
の
思
想
基
盤
等
を
知
る
た
め
の

貴
重
資
料
を
復
刻
！

◉
収
録
＝
１
９
３
０
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５
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～
１
９
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５
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月

◉
B
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A
5
判
／
上
製
／
総
約
７
、６
０
０
頁

◉
昭
和
５
年
の
第
1
巻
第
1
号
か
ら
、
昭
和
10
年
に
起
き
た

日
本
国
家
に
よ
る
第
二
次
大
本
弾
圧
に
よ
り
発
行
停
止
に

な
る
第
6
巻
第
12
号
ま
で
、
お
よ
び
継
続
前
誌
『
会
友
』

創
刊
号
を
全
15
巻
に
収
録
。

◉
推
薦
＝
井
上
順
孝
（
國
學
院
大
學
教
授
）

島
薗　
進
（
上
智
大
学
大
学
院
実
践
宗
教
学
研
究
科
教
授
）

◉
本
体
揃
価
格
＝
２
９
０
、０
０
０
円
＋
税
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版



復刻にあたって

大本関連年表

『
昭
和
青
年
』
は
大
本
の
内
部
組
織
「
昭
和
青
年
会
」
の
機
関
誌
で
、
一
九
三

〇
（
昭
和
五
）
年
五
月
よ
り
刊
行
を
開
始
し
た
。
当
初
は
謄
写
版
で
、「
青
年
信

徒
の
多
い
支
部
分
所
に
配
頒
す
る
つ
も
り
で
す
。
社
会
改
告
を
目
指
し
て
各
地

に
活
動
を
続
け
て
居
ら
れ
る
青
年
達
が
遠
く
か
ら
手
を
握
り
合
ひ
固
く
抱
き
合

ふ
唯
一
の
丈
夫
な
綱
に
育
て
上
げ
た
い
と
思
ひ
ま
す
。」（
第
一
巻
第
一
号
「
編
輯
後

記
」）
と
あ
る
よ
う
に
、
青
年
信
徒
の
投
稿
（
小
論
・
詩
・
和
歌
・
随
筆
等
）
や
本
部
・

支
部
関
係
記
事
を
中
心
に
構
成
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
後
、
同
年
八
月
（
第
一
巻
第

四
号
）
よ
り
活
版
に
よ
る
刊
行
と
な
っ
た
。

一
九
三
二
（
昭
和
七
）
年
一
二
月
、「「
昭
和
青
年
誌
」
の
発
展
に
伴
ひ
題
号
「
昭

和
青
年
」
で
は
読
者
層
が
一
部
青
年
に
限
ら
れ
る
弊
あ
り
今
後
全
日
本
の
大
衆

を
把
握
す
る
に
は
不
向
の
趣
あ
る
に
鑑
み
」（
第
三
巻
第
一
一
号
「
急
告
」）、『
昭
和

青
年
』
か
ら
『
昭
和
』
に
改
題
し
た
。『
昭
和
』
は
芦
田
均
、
松
岡
洋
右
、
荒
木

貞
夫
、
白
鳥
省
吾
等
多
く
の
著
名
人
が
登
場
、
時
事
論
壇
が
多
く
を
占
め
る
雑

誌
と
な
り
、
一
九
三
五
（
昭
和
一
〇
）
年
一
二
月
の
第
二
次
大
本
事
件
を
き
っ
か

け
に
、
同
月
刊
行
の
第
六
巻
第
一
二
号
が
最
後
と
な
っ
た
。

第
二
次
大
本
事
件
と
は
、
政
府
が
初
め
て
宗
教
団
体
に
対
し
治
安
維
持
法
を

適
用
、
日
本
近
代
史
上
最
大
の
弾
圧
を
強
行
し
た
事
件
で
あ
る
。
千
本
以
上
の

ダ
イ
ナ
マ
イ
ト
に
よ
り
京
都
の
教
団
施
設
は
徹
底
的
に
破
却
さ
れ
、
全
国
の
大

本
関
係
施
設
も
破
壊
さ
れ
た
。
こ
の
事
件
は
戦
時
中
の
法
廷
で
大
本
に
「
無
罪
」

判
決
が
下
り
た
も
の
の
、
当
時
そ
の
結
果
を
報
じ
る
記
事
は
皆
無
に
等
し
く
、

む
し
ろ
弾
圧
勃
発
時
に
新
聞
は
大
本
を
「
淫
祠
邪
教
」
と
報
じ
た
こ
と
で
、
大

本
は
戦
後
長
く
迫
害
と
誤
解
に
さ
ら
さ
れ
た
。

弊
社
は
既
に
大
本
の
外
郭
団
体
「
人
類
愛
善
会
」
機
関
紙
『
人
類
愛
善
新
聞
』

の
復
刻
版
を
刊
行
し
た
が
、『
昭
和
青
年
』『
昭
和
』
を
復
刻
す
る
こ
と
に
よ
り
、

戦
前
の
日
本
に
最
も
影
響
を
与
え
た
宗
教
指
導
者
の
一
人
で
あ
る
出
口
王
仁
三

郎
の
ア
ジ
ア
全
域
を
巻
き
込
ん
だ
宗
教
運
動
と
そ
の
思
想
、
当
時
の
社
会
や
民

心
の
動
向
、
近
代
日
本
社
会
の
思
想
基
盤
等
を
複
眼
的
・
重
層
的
に
理
解
す
る

手
助
け
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

明
治
4
年（
1
8
7
1
）
上
田
喜
三
郎
、
の
ち
の
教
祖
出
口
王
仁
三
郎
生
誕
（
亀
岡
）。

明
治
25
年（
1
8
9
2
）
艮
の
金
神
（
国
常
立
尊
）
が
「
開
祖
」
出
口
な
お
に
帰
神
し
、
綾
部
で
大
本
開
教
。
開
祖
の

記
し
た
「
筆
先
」
は
27
年
間
で
1
万
巻
に
お
よ
ぶ
。

明
治
31
年（
1
8
9
8
）
喜
三
郎
、高
熊
山
（
亀
岡
市
穴
太
）
で
1
週
間
顕
幽
両
界
の
修
行
、救
世
の
使
命
を
自
覚
す
る
。

明
治
32
年（
1
8
9
9
）
喜
三
郎
、
開
祖
に
招
か
れ
、
大
本
に
入
る
。

明
治
43
年（
1
9
1
0
）
喜
三
郎
、
出
口
家
へ
養
子
の
手
続
き
を
お
え
、
出
口
王
仁
三
郎
と
改
め
る
。

大
正
9
年（
1
9
2
0
）
日
刊
紙
『
大
正
日
日
新
聞
』
の
経
営
権
を
入
手
し
再
刊
。

大
正
10
年（
1
9
2
1
）
第
一
次
大
本
事
件
お
こ
る
。
王
仁
三
郎
を
大
阪
・
大
正
日
日
新
聞
社
で
検
挙
、
京
都
監
獄
未

決
監
に
収
容
。

事
件
記
事
差
し
止
め
を
解
除
、
新
聞
・
雑
誌
は
一
斉
に
大
本
を
攻
撃
。

『
霊
界
物
語
』
刊
行
（
全
72
巻
、
昭
和
4
年
4
月
完
結
）。

大
正
12
年（
1
9
2
3
）
宣
伝
・
鎮
魂
・
神
憑
の
自
粛
を
通
達
。

道
院
・
世
界
紅
卍
字
会
中
華
総
会
代
表
来
綾
、
提
携
成
る
。

朝
鮮
の
普
天
教
に
代
表
を
お
く
り
提
携
成
る
。

大
正
13
年（
1
9
2
4
）
王
仁
三
郎
蒙
古
へ
出
発
（
6
月
21
日
パ
イ
ン
タ
ラ
で
遭
難
）。

大
正
14
年（
1
9
2
5
）
世
界
宗
教
連
合
会
発
会
（
北
京
）、
東
洋
本
部
を
亀
岡
に
。

人
類
愛
善
会
発
会
（
綾
部
）、
10
月
1
日
『
人
類
愛
善
新
聞
』
創
刊
。

大
正
15
年（
1
9
2
6
）
新
精
神
運
動
団
体
・
白
旗
団
と
の
提
携
成
る
（
ド
イ
ツ
）。

昭
和
5
年（
1
9
3
0
）
5
月
『
昭
和
青
年
』
刊
行
開
始
。

昭
和
6
年（
1
9
3
1
）
在
理
会
（
聖
道
理
善
会
）
と
提
携
（
旧
満
州
）。
王
仁
三
郎
の
娘
婿
・
日
出
麿
（
人
類
愛
善
会
総

裁
補
）
が
人
類
愛
善
新
聞
社
社
長
、
人
類
愛
善
会
東
洋
本
部
長
（
の
ち
の
ア
ジ
ア
本
部
長
）
に

就
任
。

昭
和
7
年（
1
9
3
2
）
ラ
マ
教
（
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
）
と
提
携
（
旧
満
州
）。
12
月
『
昭
和
青
年
』
か
ら
『
昭
和
』
へ
改
題
。

昭
和
8
年（
1
9
3
3
）
三
陸
地
方
震
災
に
慰
問
使
派
遣
、
救
援
活
動
を
行
う
。

人
類
愛
善
会
を
新
精
神
運
動
団
体
と
し
て
ブ
ラ
ジ
ル
国
サ
ン
パ
ウ
ロ
州
政
府
が
公
認
。

昭
和
9
年（
1
9
3
4
）
『
人
類
愛
善
新
聞
』
1
0
0
万
部
頒
布
達
成
。

昭
和
神
聖
会
発
会
、
賛
同
者
1
0
0
0
万
運
動
を
展
開
。

昭
和
10
年（
1
9
3
5
）
昭
和
神
聖
会
は
「
政
治
結
社
・
宗
教
運
動
に
あ
ら
ず
、
国
民
精
神
運
動
」
と
全
国
へ
通
達
。

カ
オ
ダ
イ
教
（
ベ
ト
ナ
ム
）
と
提
携
。

第
二
次
大
本
事
件
お
こ
る
。
王
仁
三
郎
（
松
江
）・
三
代
教
主
補
（
亀
岡
天
恩
郷
）
ら
幹
部
を

検
挙
、
京
都
市
内
8
カ
所
の
警
察
署
に
留
置
。

昭
和
15
年（
1
9
4
0
）
第
一
審
判
決
、
全
員
有
罪
、
王
仁
三
郎
は
治
安
維
持
法
違
反
・
不
敬
罪
で
無
期
懲
役
。
即
日

控
訴
。

昭
和
17
年（
1
9
4
2
）
第
二
審
判
決
、
治
安
維
持
法
違
反
無
罪
。
不
敬
罪
有
罪
。

昭
和
20
年（
1
9
4
5
）
大
赦
令
公
布
に
よ
り
大
本
事
件
の
不
敬
罪
有
罪
判
決
解
消
、
こ
の
年
王
仁
三
郎
は
事
件
に
よ

る
損
害
の
国
家
補
償
を
放
棄
。

昭
和
21
年（
1
9
4
6
）
「
愛
善
苑
」
と
し
て
再
発
足
。
王
仁
三
郎
苑
主
と
な
る
。

昭
和
23
年（
1
9
4
8
）
出
口
王
仁
三
郎
昇
天
（
満
76
歳
6
カ
月
）。
出
口
す
み
こ
が
二
代
苑
主
就
任
。

昭
和
24
年（
1
9
4
9
）
王
仁
三
郎
昇
天
後
、王
仁
三
郎
作
楽
焼
茶
盌
が
「
耀
盌
」
と
し
て
美
術
界
か
ら
評
価
さ
れ
る
。

昭
和
27
年（
1
9
5
2
）
教
団
名
が
「
大
本
」
に
戻
る
。
す
み
こ
の
あ
と
を
受
け
、
出
口
直
日
は
三
代
教
主
就
任
。（
現

在
は
出
口
紅
五
代
教
主
＝
出
口
王
仁
三
郎
・
す
み
こ
の
曾
孫
）。



推薦文

大
本
は
戦
前
に
設
立
さ
れ
た
新
宗
教
の
中
で
も
、
文
書
布
教
を
き
わ
め
て
重
視

し
て
い
た
教
団
で
あ
る
。『
昭
和
青
年
』
は
一
九
三
〇
年
に
創
刊
さ
れ
、
三
二
年
に

『
昭
和
』
に
改
題
さ
れ
て
い
る
。
一
九
三
〇
年
と
い
う
年
は
、
形
式
的
と
は
言
え
創

価
学
会
設
立
の
年
で
あ
り
、
霊
友
会
の
発
会
の
年
で
あ
り
、
さ
ら
に
出
口
王
仁
三

郎
に
影
響
を
受
け
た
谷
口
雅
春
を
教
祖
と
す
る
生
長
の
家
の
立
教
年
で
も
あ
る
。

社
会
が
全
体
主
義
に
向
か
い
、
国
際
的
に
も
緊
張
が
高
ま
る
中
で
、
宗
教
界
に
も

そ
れ
を
察
知
し
た
か
の
よ
う
な
動
き
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

こ
の
機
関
誌
は
大
本
の
信
者
た
ち
は
何
を
考
え
、
何
を
目
指
し
て
い
た
か
。
そ

れ
を
知
る
上
で
ま
た
と
な
い
資
料
で
あ
る
。
内
容
は
宗
教
的
主
張
、
政
治
的
主
張
、

日
常
雑
感
、
あ
る
い
は
詩
歌
と
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
当
時
の
社
会

が
何
に
関
心
を
抱
き
、
ま
た
ど
の
よ
う
な
問
題
を
深
刻
な
も
の
と
し
て
い
た
か
を

知
る
上
で
も
、
非
常
に
参
考
に
な
る
。
大
本
の
機
関
誌
で
は
あ
る
が
、
社
会
全
体

の
動
向
を
も
如
実
に
反
映
し
た
資
料
と
し
て
見
て
差
し
支
え
な
い
。

『
昭
和
』
は
一
九
三
五
年
十
二
月
で
廃
刊
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
年
の
十
二
月
八

日
に
第
二
次
大
本
事
件
が
起
こ
っ
た
。
聖
地
亀
岡
が
ダ
イ
ナ
マ
イ
ト
で
爆
破
さ
れ

る
徹
底
的
な
弾
圧
で
あ
り
、
機
関
誌
の
刊
行
な
ど
到
底
覚
束
な
い
状
況
に
至
っ
た
。

そ
れ
ゆ
え
、
こ
の
興
味
深
い
雑
誌
は
六
年
ほ
ど
の
期
間
し
か
カ
バ
ー
し
て
い
な
い

の
で
あ
る
が
、
密
度
は
き
わ
め
て
濃
い
。
大
本
と
い
う
教
団
の
み
な
ら
ず
、
ま
さ

に
十
五
年
戦
争
勃
発
の
直
前
か
ら
そ
の
後
の
数
年
間
の
日
本
社
会
の
雰
囲
気
を
感

じ
取
る
上
で
も
、
大
き
く
役
立
つ
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

（
國
學
院
大
學
教
授
）

宗
教
運
動
は
時
代
の
深
層
を
照
ら
し
出
す
。
近
代
日
本
の
精
神
史
を
捉
え
る
際
、

新
宗
教
の
資
料
は
欠
か
せ
な
い
。な
か
で
も
昭
和
初
期
は
重
要
だ
。日
蓮
系
の
運
動
、

修
養
道
徳
系
の
運
動
、
天
理
教
・
金
光
教
な
ど
教
派
神
道
系
の
運
動
な
ど
多
々
あ

る
が
、
も
っ
と
も
注
目
す
べ
き
運
動
は
通
称
大
本
教
、
現
在
の
宗
教
法
人
大
本
で

あ
る
。大
本
が
注
目
に
値
す
る
運
動
で
あ
る
理
由
の
一
つ
は
、そ
の
政
治
性
に
あ
る
。

皇
道
主
義
的
な
言
説
は
大
正
一
〇
（
一
九
二
一
）
年
の
第
一
次
大
本
教
事
件
を
機

に
皇
道
大
本
か
ら
大
本
へ
と
改
称
し
た
が
、
昭
和
八
（
一
九
三
三
）
年
、
再
び
、
皇

道
大
本
を
名
乗
る
よ
う
に
な
る
。﹁
皇
道
﹂
を
名
乗
る
か
ど
う
か
は
、
政
治
的
関
心

が
大
き
な
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
を
測
る
指
標
と
な
る
。
第
一
次
大
本
教
事
件
後
、

出
口
王
仁
三
郎
は
新
た
な
聖
典
と
な
る
『
霊
界
物
語
』
を
著
し
て
﹁
聖
師
﹂
と
し

て
の
宗
教
的
指
導
権
を
確
立
す
る
。
そ
し
て
昭
和
三
（
一
九
二
八
）
年
、
そ
の
出
口

王
仁
三
郎
に
﹁
み
ろ
く
下
生
﹂
し
た
こ
と
を
祝
う
み
ろ
く
大
祭
が
行
わ
れ
る
。

ガ
リ
版
刷
り
の
『
昭
和
青
年
』
が
刊
行
さ
れ
る
の
は
そ
の
す
ぐ
後
で
、
当
時
の

大
本
青
年
の
希
望
と
建
設
意
欲
に
あ
ふ
れ
た
文
章
が
連
ね
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

再
び
皇
道
大
本
を
名
乗
る
頃
ま
で
に
は
活
版
と
な
り
、『
昭
和
』
と
誌
名
を
改
め
、

当
時
の
有
力
論
客
や
政
治
家
、
軍
人
、
学
者
ら
が
誌
面
を
飾
る
よ
う
に
な
る
。
内

田
良
平
、
荒
木
貞
夫
、
ラ
ス
・
ビ
ハ
ー
リ
・
ボ
ー
ス
、
松
岡
洋
右
ら
の
名
も
見
え
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。
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知
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史
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史
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史
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あ
る
。
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第
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よ
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『
人
類
愛
善
新
聞
』
と
は
、
大
正
一
四
年
に
発
会
し
た
大
本
の
外
郭
団
体

で
あ
る
人
類
愛
善
会
の
機
関
紙
で
あ
り
、そ
の
読
者
は
台
湾
、満
蒙
、南
洋
、

南
米
に
ま
で
広
が
り
、
昭
和
九
年
に
は
百
万
部
の
発
行
部
数
を
超
え
る
に

至
っ
た
。

復
刻
さ
れ
た
『
人
類
愛
善
新
聞
』
に
よ
り
、
戦
前
の
日
本
に
最
も
影
響

を
与
え
た
宗
教
指
導
者
の
一
人
で
あ
る
出
口
王
仁
三
郎
の
ア
ジ
ア
全
域
を

巻
き
込
ん
だ
宗
教
運
動
と
そ
の
思
想
、
当
時
の
社
会
や
民
心
の
動
向
、
近

代
日
本
社
会
の
思
想
基
盤
等
を
理
解
す
る
手
助
け
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
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